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背景: 子宮内膜症の発症や危険因子に関する研究結果は、対象者の選択や子宮内膜症の診断

方法によって異なる可能性が考えられる。私たちは本邦女性において画像検査によって診断

された子宮内膜症と手術によって診断された子宮内膜症について、リスク因子が異なるのか

どうかを検討し、同時に子宮内膜症に影響を及ぼす不妊症の既往の有無によってそれらのリ

スク因子に違いが存在するかどうかを検討した。 

方法: 日本ナースヘルス研究のベースライン調査（14945名）において子宮内膜症と回答し

た 1025 名に対して、画像検査や手術に関する内容や部位を含めた子宮内膜症に関する詳細

な質問票を送り、回答してもらった。  

結果：手術により子宮内膜症と診断された群（A群）は 210名、手術は行わず画像検査のみ

で子宮内膜症と診断された群（B 群）は 120 名、子宮腺筋症と診断された群（C 群）は 264

名であった。子宮内膜症と診断された A群＋B群におけるリスク因子は、18〜22歳時におけ

る短い月経周期、30 歳時における喫煙習慣であったが、子宮腺筋症である C 群では年齢が

リスク因子となっており、両疾患におけるリスク因子は異なっていた。また、不妊症の既往

がある女性では、A群および B群いずれも、18〜22歳時における短い月経周期がリスク因子

であったが、不妊症の既往がない女性では A群および B群とでリスク因子が異なっていた。  

結論: 手術によって子宮内膜症と診断された群と画像検査のみで子宮内膜症と診断された

群はいずれも基本的には共通のリスク因子を有しており、子宮腺筋症のリスク因子とは異な

っていた。また、子宮内膜症のリスク因子を検討するためには不妊症の既往の有無を考慮す

べきである。 


